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学校の「働き方改革」をすすめる 

「学校はブラック？」「先生たちは働きすぎ？」「残業代は出ないの？」 

なぜ改革が必要なの？ 

教職員の業務過多は、近年の社会情勢の変化に伴う、

先生達の業務の多様化や複雑化が主な原因と考えられて

います。（部活動、学力向上対策、小学校英語など授業

時数の増加、不登校・いじめ対応、保護者対応、個別の

支援等々…）過酷な勤務条件の中、私たち教職員が心

身のゆとりを持ち、「子どもと向き合う時間」を確保するととも

に、教員の人材確保や処遇改善に向けて、「教職員の働

き方改革（時間外勤務月 45時間の上限規制）」への

取組や給特法の見直し（教職調整額の増額）の議論な

ど、社会への理解と協力が求められるようになってきました。 

浜崎小の取組 

〇組織力を生かした業務の改善                                

〇勤務時間割振の改善と放課後業務時間の確保  

〇成績の 2期制                          

〇地域・保護者サポーターによる支援        

〇学校行事の見直しと改善     など 

これまで学校が担ってきた業務の在り方 

平成 29年に中央教育審議会においてまとめられた「中間まとめ」の中で、「これまで学校・教師が担ってきた代表的な業務の在り

方に関する考え方」について、下の表のように示されました。引用：学校における働き方改革に関する緊急対策【概要】（平成 29年 12月 26日文部科学省） 

・学年チームの連携と協働 ・加配教員の活用 ・職員の専門性 

・職員の休憩時間の 2分割  ・15時 40分下校完了 
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怒りをコントロールできない状態では、適切な判断ができなくなります。そして、衝動的な言動をしてしまい、人間

関係に悪影響を及ぼすことがあります。「怒り」は、自分の身に危険が迫ったときに感じる自然な感情です。アンガー

マネジメントを身に付け、「怒り」という感情に適切に対処できれば、感情の暴走により人間関係を壊すことなく、望ま

しい人間関係を築くことができるようになるでしょう。 

怒りの感情をコントロールできるようになるためには、まず怒りについて知ることが大切です。そこで、怒りの感情を、

「気持ちの温度計」で段階に分けて可視化し、自己認知できるようにします。 

感情をコントロールするために大切なこと  9/30校長講話 

アンガーマネジメントとは、「怒り（アンガー）」の感情を「マネジメント（適切に対処する）」することです。怒りの感情をなくしたり抑え

たりすることではありません。怒りを衝動的な言動につなげないために感情のコントロール方法を学ぶことで、よい人間関係を築いていくこ

とを目指します。 

〇6秒ルール・・・怒りはどんどん強くなるのではなく、6秒経

つと落ち着きはじめるとされています。             

〇深呼吸・・・深呼吸は、気持ちを落ち着かせることに有効

です。「6秒ルール」とあわせて、数を数えながら深呼吸をして

もよいでしょう。                            

〇その場を離れる・・・怒りを感じたときに、その状況から離

れることで気持ちをリセットする方法です。気持ちが落ち着き

やすい場所に行き、落ち着いたら戻るようにします。 

怒りを暴力や強い言葉で表すのではなく、相手に上手に

伝える方法を取ります。気持ちや要求を言葉で伝える練習

をすることで、衝動的な行動を減らすことが期待できます。ま

た、子どもの怒りが発生する状況や環境を把握し、大人が怒

りの起きにくい環境を調整するという考え方も大切です。    


